	分野
	会計分野（財務会計Ⅰ）

	教材の
タイトル
	無形固定資産（のれん償却）

	教材からの学び
	１　のれんについての理解を深め、会計的側面から企業を分析する力を養う。
２　日本会計基準と国際会計基準での「のれん」の会計処理の違いについて多面的に理解する。
３　会計処理の違いから発生する利益額の違いについて理解するとともに、国際会計基準を採用している企業の特徴について理解する。

	時間数
	２時間

	授業の
進め方
	＜１時間目　講義＞
１　ワークシートを配付し、無形固定資産の意味と種類について講義を行う。その中でも特にのれんの計上方法について詳しく説明を行う。また、サッカークラブでは選手登録権が無形固定資産として計上されることにも触れる。（20分）
２　ケースメソッドを配付し、事前アサインメントに取り組ませる。（30分）
　　ＩＦＲＳ（国際会計基準）と日本会計基準ののれん償却の違いを考えさせるように授業を進めていく。減損損失は日商簿記１級の範囲であるが、日本会計基準と国際会計基準の違いを説明する上では必須の知識なので、発展した学習ではあるが、減損損失について資料を用いて説明する。

＜２時間目　意見共有＞
１　ケースメソッドを実施し、グループ（10分）と全体（30分）で意見共有を行う。その後、振り返りシートの記入をする。
アサインメント５についてはさまざまな考え方から多面的・多角的に判断するので、グループで最終の意思決定を議論させると学習効果が上がる。
２　ケースメソッド評価シート（シート１またはシート２）を活用して、振り返りをする。（５分）
３　クロージング。（５分）


ティーチングノート



無形固定資産（のれん償却）　授業計画

■本時の位置付け
第９章　固定資産（その４　無形固定資産）
第２節　無形固定資産の取得原価

■本時の目標
１時間目
無形固定資産の種類と意味を理解し、のれんについての興味・関心を深める。

２時間目
のれんについてのケースメソッドを実施し、日本会計基準と国際会計基準での「のれん」の会計処理の違いについて多面的に理解するとともに、主体的に問題解決に取り組む態度を養う。

■評価規準
【Ａ】知識・技術
・のれんの会計処理に関する基礎的な知識を身に付けている。
・日本会計基準と国際会計基準ののれんの償却方法の違いを理解している。

【Ｂ】思考・判断・表現
・日本会計基準と国際会計基準ののれんの扱いについて多面的に理解し、さまざまな角度からのれんについて探究し、意思決定をしている。

【Ｃ】主体的に学習に取り組む態度
　・グループや全体での意見共有時に、更によいアイデアを出そうとしている。
　・他者に新たな気付きを与えようとしている。
　・振り返りにより、今回の学習を今後に生かしていこうとしている。

■留意事項
　・ケースメソッドが円滑に進むように、適宜教員から指導・助言を行う。

■授業運営の詳細
＜１時間目＞
	【授業の大枠】
・ワークシートを配付し、無形固定資産の意味と種類について講義を行う。その中でも特にのれんの計上方法について詳しく説明を行う。また、サッカークラブでは選手登録権が無形固定資産として計上されることにも触れる。（20分）
・ケースメソッドを配付し、事前アサインメントに取り組ませる。ＩＦＲＳ（国際会計基準）と日本会計基準ののれん償却の違いを考えさせるように授業を進めていく。減損損失は日商簿記１級の範囲であるが、日本会計基準と国際会計基準の違いを説明する上では必須の知識なので、発展した学習ではあるが、減損損失について資料を用いて説明する。（30分）


※以下の　　部分は、教員が発する文言です。よろしければ参考にしてください。
	【授業の詳細例】
１　導入（２分）
　・ある企業が他の企業を買収するとき、その企業の持っている建物や機械などの目に見える資産だけでなく、「ブランド力」「お客様からの信頼」などの「目に見えない価値」にもお金を払います。この「目に見えない価値」が、会計では「のれん」として記録されるのです。例えば、スターバックスコーヒーを買収するとしたら、ただのコーヒーショップではなく、「スタバ 」というブランドに価値があるから高い金額を払うことになります。ブランド力や信用、取引先とのつながりは、お金では表しにくい価値ですよね。こうした目に見えない価値を会計で表したものが「のれん」です。のれんは、無形固定資産の一つで、企業が他の会社を買うときに目に見える資産の額より高く払った分を表しています。今日は、この「のれん」が会計上どう扱われるのか、また企業の実際の取引でどのように出てくるのかを学んでいきます。
・ワークシートを配付する。
　
２　無形固定資産（のれん）償却の講義（15分）
　・本教材の無形固定資産（のれん）償却に関する説明や出典、YouTubeでの動画を活用して無形固定資産（のれん）償却の基礎について学習する。YouTube動画等についてはあくまでも一例であるので、各学校や授業者の裁量で授業を展開する。
参考YouTube
　・https://www.youtube.com/watch?v=sa_ZneF543s　
　　日商簿記２級】『商業簿記　第８回』研究開発費と無形固定資産（のれん/ソフトウェア/特許権/商標権　【簿記】マネトク　

３　のれんの減損（参考）（６分）
・本教材「＜参考＞■のれんの減損（財務会計Ⅱの範囲）」を用いて減損について説明する。財務会計Ⅱの範囲であるので、参考程度に説明しておく。ＩＦＲＳ（国際会計基準）ではのれんは償却しないが、減損テストが行われるため講義が必要となる。

	４　ＩＦＲＳ（国際会計基準）（６分）
・ケースメソッドで取り扱う内容であるため、ＩＦＲＳ（ 国際会計基準 ）と日本会計基準でののれん償却の違いについて学習する。YouTube 動画等についてはあくまでも一例であるので、各学校や教員の裁量で授業を展開する。
参考YouTube
　　・http://www.youtube.com/watch?v=RBUEXG9_0-4
　　　のれんとは？Ｍ＆Ａにおける”のれん”の日本基準と国際会計基準（ＩＦＲＳ）の会計処理の違いと留意点（減損リスク等）を分かりやすく解説します！　できる人の会計力講座【新時代の必須スキル】

５　意見共有に向けた事前学習の指示（16分）
　・２時間目のケースメソッドの意見共有に向けて、アサインメントを事前に取り組んでくるように生徒へ指示をする。授業時間に余裕があれば、アサインメントを行う時間を与えてもよい。基礎学習とアサインメントは２時間目までに回収し、評価をつける。
　　（評価についてはケースメソッド評価シート（シート１またはシート２）の「知識・技術」「思考・判断・表現」について意見共有を行う前に評価しておく）。

６　サッカー選手の価値は決算書に載る！？（参考）（５分）
　・ヨーロッパのサッカークラブでは選手登録権が無形固定資産として計上され、支出金額は定額法で、選手の契約期間にわたって全額償却されている。無形固定資産の学習を深めるために活用したい参考資料である。



















＜２時間目＞
【授業の大枠】
	・ケースメソッドを実施し、グループ（10分）と全体（30分）で意見共有を行う。
　アサイメント５についてはさまざまな考え方から多面的・多角的に判断するので、グループで最終の意思決定を議論させると学習効果が上がる。
・ケースメソッド評価シート（シート１またはシート２）を活用して、振り返りをする。
（５分）
・クロージング。（５分）


※以下の　　部分は、教員が発する文言です。よろしければ参考にしてください。
	【授業の詳細例】
１　グループ内意見共有（10分）
　・授業の始めに10分程度、グループ内で意見共有を行う（３～４名くらいのグループ）。全てのアサイメントを10分で意見共有するのは時間的に不可能なため教員がアサイメントを二つか三つ指定する。

２　議論を始める前に（２分程度）
（１）心理的安全性の確保
・それでは今から全体の意見共有を行いますが、皆さんから多くの意見があればあるほどこの授業は深まります。また、皆さんの意見には間違いなどありません。私の意見は的を外しているなんて思わないでください。むしろ、誰もが考え付かないような意見が皆さんの学びや視野の広がりにつながります。他の人と同じ意見でもかまいません。できれば誰の意見と同じか分かるように、〇〇さんと同じ意見で～と付けられるといいですね。よろしくお願いします。
（２）挙手の方法について
・できる限り多くの人の意見を聞きたいので、手の挙げ方のルールを説明します。全く発言をしていない人はグーで挙手してください。１回発言した人は指で１を、２回発言した人は指で２と合図してください。発言回数を参考に議論が深まるように当てていきたいと考えています。ぜひがんばって挙手してください。
設問１の議論（６分）
　・日本会計基準とＩＦＲＳののれんの処理方法の違いを簡単に説明してください。
設問２の議論（６分）
　・のれんの処理方法の違いが企業の利益に与える影響を考えてください。
設問３の議論（６分）
　・なぜ日本企業はＩＦＲＳの採用に対して消極的なのでしょうか？その理由を考えてください。
　・日本企業ではＩＦＲＳは任意適用（強制ではない）とされている。それを踏まえて、ここの議論ではＩＦＲＳのメリット・デメリットに焦点を当てた議論を行うと学びが深まる。


	設問４の議論（５分）
　・ＩＦＲＳを採用する企業が企業買収を積極的に行っている理由について考えてください。
設問５の議論（５分）
　・経理部の田中さんの調査から、ＡＢＣ商事はＩＦＲＳを採用したほうがいいですか。あなたがＡＢＣ商事の佐藤社長であればどちらに意思決定しますか。また、その理由を教えてください。

３　振り返り（５分）
・ケースメソッド評価シート（シート１またはシート２）を配付し、記入させ、グループで共有する。振り返りは学びの定着・課題の発見・自己評価につながるため必ず行う。
・ケースメソッド評価シートを回収し、評価をつける。

４　クロージング（本時の学習の結晶化）（５分）
　 本教材の作者は以下のように毎回この授業をクロージングしています。もしよろしければ参考にしてください。（クロージングの方法はこの限りではありません。）
　・のれんは企業のブランド力や信用、技術力などの無形資産を指し、会計処理で重要な役割を果たします。日本の会計基準では、のれんは 20 年以内の期間で減価償却されるべきとされています。また、国際会計基準（ＩＦＲＳ）では、のれんの償却は行わず、減損テストを行うのが主流です。
・日本の会計基準は、日本の経済や商慣習に基づいています。一方、ＩＦＲＳは国際的な基準であり、企業の財務情報が国際的に比較しやすくなります。どちらを採用するのかさまざまな考え方がありますが、まずは比較検討して、学ぶことが大切です。
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